第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成24年12月5日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名: 心のあたたかさ(2‐(2))　
２．ねらい：人間はかかわり合いの中で生きることを感じ、感謝と思いやりの心で接しようとする心情を育む。
３．資料名：夜のくだもの屋(じぶんをみつめる(あかつき))
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	夜道をイメージする。
	①部活などで遅くなり、暗い夜道をたった一人で帰るときの気持ちは、どんな感じですか。
　・心細くてこわい。　・孤独でつらい。

　・寂しい。　・不安　・泣きたくなる。　

　・早く帰りたい
	【一斉・発表】

・一人と多数で帰るときの違いについて考えさせる。
・暗い中での不安な気持ちを出させ、イメージを作る。

	展開
	資料の前半を読み、あかりに気づいたときの主人公の気持ちやあかりの存在に気づいた父親の気持ちを考える。
	②くだもの屋のあかりを見たとき、主人公はどうのように感じましたか。

　・あたたかい。　・心が落ち着く。

　・安心する。　勇気がでる。
	【一斉・発表】

・確認程度

・あたたかさを感じとった主人公の気持ちを捉える。

	
	
	③主人公の父親は、どんな気持ちからリンゴを買おうと言ったのだろう。

　・くだもの屋さんへのあかりのお礼。

　・娘を守ってくれたあかりへのお礼。
	【一斉・発表】

・確認程度

・いさかい気味の親子の心が、くだもの屋のあかりによって和らいだことをおさえる。

	
	資料の後半を読み、主人公の気持ちを考える。
	④主人公がとっさに「ありがとうございました」と言ったのはなぜだろう。

　・ハミングを聞いて、あのあかりは自分のためであることがわかった。

　・くだもの屋さんへの感謝の気持ち。

　・ずっとお礼を言いたかったから。
	【一斉・発表】

・時間をかけない

・半月後、主人公があかりに対しての感謝の気持ちを持ち続けることを抑える。

	
	
	⑤【中心発問】

主人公が「店のあかりがあんなにあたたかく見えたのは当然だった」と思ったのは、なぜだろう。

　・夫婦が、自分のためにつけてくれていたから。
　・歌を覚えてくれているほど、自分のことを思ってくれているあかりだったから。

　・夫婦の思いやりが込められているから。
	【個人・ワークシート】

⇒【一斉・発表】

・必要に応じてグーループ。

・感謝や思いやりの気持ちがあかりをあたたかく見せたことに気づかせたい。

	終末
	普段の生活を振り返る。
	⑥授業の感想を書く。
	【個人・ワークシート】
⇒【一斉・発表】
・普段の生活を振り返りつつ、書かせる。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画






７．今後の改善点

　◎　導入で感謝や思いやりについて聞いてみる。または、「ありがとう」と言ったことがあるかどうか聞く。
　◎　普段の生活の中で、友だちの親切な行動について取り上げる活動をする。
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導入の後に
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夜のくだもの屋


　　　　　　　一人の暗い夜道


　　　　　　　　・心細くてこわい。　・孤独でつらい。


　　　　　　　　　・寂しい。　・不安　・泣きたくなる。　


　　　　　　　　　・早く帰りたい


　　　　　　　　


　　　　　　　　くだもの屋のあかり


　　　　　　　　・あたたかい。　・心が落ち着く。


　　　　　　　　　・安心する。　勇気がでる。


　　　　　　　　父とリンゴを買う


・くだもの屋さんへのあかりのお礼。


　　　　　　　　　・娘を守ってくれたあかりへのお礼。


　　　　　　　　　


　　　　　　　　ありがとうございました


　　　　　　　　　・ハミングを聞いて、あのあかりは自分のためであることがわかった。


　　　　　　　　　・くだもの屋さんへの感謝の気持ち。


　　　　　　　　　・ずっとお礼を言いたかったから。


     


　　


    


　　　　・夫婦が、自分のためにつけてくれていたから。


　・歌を覚えてくれているほど、自分のことを思ってくれているあかりだったから。


　　　　・夫婦の思いやりが込められているから。








